




























































































































































































































































































































































































う（『物語消滅論』2004，角川 oneテーマ 21，p. 164─165）。したがって、「美少女」は「適応のた
めの性愛の対象」なのであって、「逃避の対象」などと短絡的に批判してはならないので
ある。
　ところで、本論は分析が 1990年代で止まってしまっている。2000年代以降の分析はな
されていない。しかし、これは通史的分析を重要視したためである。歴史が浅いと言われ
るポップカルチャーにおいても、過去の積み重ねがなければ、現在は存在しなかったので
あり、その意味では、あえて「手塚治虫」から分析していくことは、ポップカルチャー分
析において非常に意義のあることだと信じている。そこで、2000年代ポップカルチャー
の概要を軽く紹介しておこう。2000年代のポップカルチャーには、「戦闘美少女」、「美少
 119美少女の根源
女ゲーム」のほかに、主人公とヒロインの小さな関係性の問題が世界全体の大問題に直結
してしまう「セカイ系」や、自意識過剰に対する反省としての「メタ自意識系（メタセカ
イ系）」、小さな閉じたコミュニティの中で些細な出来事やコミュニケーションをひたすら
消化していく「空気系」などがある。本稿でこれらを論じる余裕はないが、必ず 2000年
代ポップカルチャーの精密な分析を論じなければならないと思っている。
注
 1）　もっとも、この描写には何かのパロディが込められているのかもしれないが、筆者にはよくわか
らなかった。
 2）　「そーゆー関係」「～れす」「～とゆう」「A子タン（陸奥 A子の通称）」など、どこか言葉足らず
を感じさせる表現がよく使われる。ところで、驚くべきことだが、今ポップカルチャーで使われてい
る俗語は、乙女チックマンガを語源とするものが多い。先に述べた「～とゆう」は「～と言う（い
う）」の誤用であるが、「かわいさ」をアピールするために「あえて」使っていたものが、次第に文脈
を離れて純化していったものと思われる。また、アニメキャラクターを呼ぶときに時たま使われる
「～タン」という言葉が、実は陸奥 A子の通称を語源としていたことも興味深い。
 3）　1.の類型も取り入れられなかったわけではない。GAINAX『トップをねらえ！』（1988）など、
「美少女」が「良き女性（母親）」になることを明らかに志向した作品もある。
 4）　ただし、この人間関係には、少女マンガと違って別れや破綻が描写されることは少ない。たとえ、
主人公が「美少女」に対して別れようとしようが、「美少女」が主人公に対して激怒しようが、周辺
人物たちが主人公に嫌がらせを加えようが、その人間関係は決して破綻せず、「ギャグ」、「痴話喧嘩」
で済まされてしまい、最後には必ず元通りの人間関係に戻っているのだ。宮台真司・石原英樹・大塚
明子（2007，p. 329）は、この状態を「無害な共同性」と名付けた。
 5）　宮台真司・石原英樹・大塚明子（2007，p. 334）では、さらにこのことを「四畳半の下宿人の孤独
をコックピットの宇宙飛行士の孤独と同一視するような松本零士の作品に漂っていた「社会的文脈を
書いた〈疎外〉感覚」」と説明している。
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